
豊かな教養と健全な人格を育くむ！創価大学の寮生活 

創価大学経営学部企画編集部 

 

今回は女子寮で寮生活を経験した３名と、男子寮から１名の方にお話を聞き、それぞれ寮生活で

感じた体験を以下に記載しました！ 

 

寮に入ろうと決めた理由・きかっけ 

 

・もともと人見知りではあったけど、両親から「絶対に寮で成長できるよ！」との言葉を信じて

入寮を決めました。大学の寮は全国から集まってくるため、一人でも多くの友達を作りたいと思

ったからです。(女子寮・I さん) 

 

・両親に勧められたのをきっかけに、この寮での一年間を通して自分自身を大きく成長させたい

と思ったからです。また多くの友情を寮でも築いていきたいと思ったからです。(女子寮・S さ

ん) 

 

・一人暮らしをする経済的な余裕がなかったためです。（男子寮・U さん） 

 

寮に入ってよかったこと 

 

・寮に入って家族みたいな存在の友達がたくさんできたこと、どんなときでも寮に帰ってきたと

きには、寮生があたたかく「おかえり！」と毎回迎えてくれたことが、本当にうれしかったです。

（女子寮・I さん) 

 

・学部問わず友達ができたことです。寮に入ってなかったら、出会うことのなかった他学部の友

達とも仲良くなれたことがうれしいです。(女子寮・Kさん) 

 

・勉強も楽しさも大変なことも、ともに分かち合い切磋琢磨できる友人ができたことが寮に入っ

て得ることのできた最大の宝物になりました。(女子寮・Sさん) 

 

・最初は何もわからなかったけど、先輩が全力でサポートしてくれたおかげで安心して１年間

過ごせました。また何でも言い合える友達や信頼できる先輩ができました。共同生活でのた

め、自分を管理する力もつきました！男子寮は朝食と夕食がでるため、とても助かり健康的で

した。（男子寮・Uさん） 



 

寮に入って大変だったこと 

 

・私の寮は、部屋一つに二人という環境だったため、寝る時間や生活リズムが合わないときは大

変でした。お互いが気持ちよく生活するために、しっかりと自分の思いを相手に伝えることや相

手の意見も聞き、定期的に話し合い・相談をすることを心がけました。(女子寮・I さん) 

 

・二人部屋だったため完全なるプライベートの場所がないところが大変でした。寮にある勉強ス

ペースや共同スペースをうまく利用しました。また門限が早かったですが、安全面的には安心で

きました。生活リズムを崩れずにできました。(女子寮・Kさん) 

 

・10人部屋のため、共有スペースの管理や部屋の掃除、隣の騒音等で困る事がありました。し

かし、部屋のミーティングを行うことで、問題に対処することができました。同じ空間で生活

はしていても、それぞれ抱えるものは違うかったりするため、相手の状況や悩みを知るため

に、まず聞く事を意識するようになったと思います。（男子寮・Uさん） 

 

 

寮に入って学べたこと 

 

・寮生活が始まって、自立の大変さと寮生活のなかでいろんな人がいるからこそ、多くの場面で

助けてもらい、残寮生や支えてくれる方のありがたさ、あたたかさを学びました。(女子寮・I さ

ん) 

 

・自立の大変さと両親への感謝をとても感じました。初めて親元を離れての生活することで、当

たり前と感じていたことがどれだけ幸せだったかということと同時に、両親の偉大さを改めて

学ぶことができました。(女子寮・Sさん) 

 

・洗濯や掃除等から、母の偉大さを実感しました。寮での研鑽を通して、創立者が寮にかける

想いを学びました。１年間自分のことを客観的に見てくれる友達がいることで、自分の強さ、

弱さを知りました。（男子寮・Uさん） 

 

 

受験生へのメッセージ 

 



・寮生活は１年間という短い期間でしたが、その中で学べることがあって、むしろ寮でしか学べ

ないこともたくさんあります！寮に入ったら最後は「本当に入寮してよかった」と思えるので、

寮は本当におススメです！！(女子寮・I さん) 

 

・寮に入ったら、寮でしかできない学びに加えて、夜にみんなで話したり、みんなで助け合った

りと、寮でしかできない思い出がたくさんできます！寮はおススメです！！(女子寮・Kさん) 

 

・最初は不安なことだらけでもちろん大変なこともありましたが、寮には自分と同じ寮生という

仲間がいること、また残寮生や管理者さんといった最大の支えがあります！寮を経験したから

こそ得られる学びや友情、思い出がたくさんあります。私にとって寮生活はほんとうに宝物です。

ぜひみなさんも大学生活とともに寮生活でたくさんの思い出つくってみませんか！(女子寮・S

さん) 

 

・「未来の果は現在の因にあり」。自分の今の努力は絶対に無駄にならない。必ず使命ある道

のためにある！創価大学で会える日を楽しみに待っています！（男子寮・Uさん） 

 

 


